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理　　念 ● 診療・教育・研究を通じて社会に貢献します。

基本方針 ●   1．安全かつ最高水準の医療を提供します。　2．優れた医療人を養成します。 
3．次代を担う新しい医療を開拓します。　　4．地域と社会に貢献します。

終
わ
る
こ
と
の
な
い
改
善
を
続
け
て

　

６
年
間
の
任
期
を
全
う
し
、
病
院

長
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
の
就
任
以
来
、
多
く
の
皆

さ
ま
か
ら
温
か
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
し
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
当
院

は
臨
床
研
究
中
核
病
院
、
心
臓
移
植

実
施
施
設
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠

点
病
院
な
ど
に
認
定
さ
れ
、
診
療
・
研

究
機
能
を
高
度
に
進
化
さ
せ
る
と
同
時

に
、中
央
診
療
棟
Ｂ
の
竣
工
、患
者
用
駐

車
場
の
増
設
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
拡
充
に

も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
加
え

て
、
病
院
の
経
営
改
革
に
も
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
国
際
医
療
機
能
評
価
機
関

Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
認
定
取
得
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
、
今
後
の
名
大
病
院
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
度
当
院
は
、
国
立
大
学
病
院
で
初
め

て
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｉ
で
は
、
国
際
的
な
医
療
の
質
、

患
者
安
全
の
厳
格
な
審
査
基
準
を
満
た

す
こ
と
だ
け
で
な
く
、
総
合
的
な
品
質

管
理
の
手
法
で
あ
る
Ｔ
Ｑ
Ｍ
（T

otal 
Q

uality M
anagem

ent

）
と
同
じ
発

想
で
、
た
え
ず
自
ら
課
題
を
見
つ
け
改

善
す
る
こ
と
が
継
続
的
に
求
め
ら
れ
ま

す
。
医
療
の
質
の
向
上
に
ゴ
ー
ル
は
あ
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常に最先端をいく病院を目指して、
変わり続けることが使命。

2019年3月をもって石黒直樹病院長が6年の任期を終え、病院長を退任します。
退任のご挨拶として、これまでの取り組みや今後の名大病院への期待をテーマに、お話を伺いました。

眼科　病院助教　牛田　宏昭

緑内障

図1　 カラー写真：矢印に囲まれた部分は視神経線維が
ダメージを受けて色調が変わっているところです。

上方の視野に異常のある（下方の視神経線維に異常の
ある）緑内障患者さんの各検査画像

図2　 OCT（光干渉断層計）：視神経線維がダメージを受
けて薄くなった異常部位を、カラー写真よりも鋭
敏に検出します。

り
ま
せ
ん
。
認
証
取
得
後
も
、
粘
り

強
く
改
善
へ
向
け
て
取
り
組
み
続
け
る

こ
と
で
、
名
大
病
院
は
素
晴
ら
し
い
病

院
へ
成
長
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
証
の
取
得
に
つ
い
て
は
、

別
紙
特
別
号
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

変
化
を
リ
ス
ク
と
捉
え
ず
、

先
陣
を
切
る

　

大
学
病
院
は
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最

後
の
砦
で
あ
り
、
常
に
最
先
端
の
医
療

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
院
は
そ
う
し
た

ニ
ー
ズ
を
見
据
え
て
、
小
児
が
ん
治
療

や
心
臓
移
植
な
ど
、
高
難
度
の
医
療

に
絶
え
間
な
く
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
目
指
し

て
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
を
推
進
す
る
な
ど
、
よ
り

良
い
医
療
を
効
率
的
に
提
供
し
よ
う
と

先
駆
的
な
試
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
患
者
さ
ん
や
地
域
の
期
待
に

応
え
る
た
め
に
は
、
変
化
を
恐
れ
ず
、

新
し
い
潮
流
を
自
分
た
ち
で
創
造
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
地
域
で
は
当

院
へ
の
信
頼
は
厚
く
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ン
ド
は

守
り
に
入
れ
ば
、
す
ぐ
に
陳
腐
化
し
て

し
ま
い
ま
す
。
変
わ
る
リ
ス
ク
よ
り
、

変
わ
ら
な
い
リ
ス
ク
の
方
が
大
き
い
と

肝
に
銘
じ
、
名
大
病
院
に
は
常
に
先
陣

を
切
っ
て
変
わ
り
続
け
る

力
を
備
え
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
も
医
療
者

に
も
、「
い
つ
来
て
も
最

先
端
」
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
日
本
一
の
病
院
こ

そ
、
私
が
期
待
す
る
名
大

病
院
の
未
来
像
で
す
。患

者
さ
ん
、地
域
の
皆
さ
ま

に
は
当
院
が
目
指
す
姿
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
ご
支
援
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
末
筆
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
皆
さ
ま
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
退

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
、
名
古
屋
掖
済
会
病
院
副

病
院
長
・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
の
北
川

喜
己
氏
が
当
院
の
特
命
病
院
長
補
佐
に
就

任
し
ま
し
た
。
特
命
病
院
長
補
佐
は
当
院

の
管
理
・
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に
特

化
し
て
取
り
組
む
た
め
新
設
さ
れ
た
役
職

で
、
院
内
外
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
活
躍

し
ま
す
。
北
川
特
命
病
院
長
補
佐
は
救
急

領
域
を
担
当
し
、
重
症
度
、
緊
急
度
の
高

い
救
急
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
や
、
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
の
救
命
体
制
の
強
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

名
古
屋
掖
済
会
病
院
の
北
川
氏
が
特
命
病
院
長
補
佐
に
就
任左から北川特命病院長補佐、石黒病院長

　緑内障は、日本における失明原因の第1位となる疾患で、病名を聞
いたことがある人も多いと思います。40歳以上の約20人に1人は緑
内障と言われています。そこから推定される患者さんの数は460万人
以上です。初期には自覚症状がほとんどないために、まだ緑内障と診
断されていない患者さんが多数いると考えられています。
　緑内障とは視神経障害や視野障害が進行性でおこり、治療しないと、
最終的には視野が狭くなり視力も低下し失明してしまう病気です。視
神経や視野の障害は、一度ダメージを受けた部分は治療しても回復し
ません。また自分が気づかぬうちに徐々に進行するために、早期発見、
早期治療が最も重要と考えられています。
　原因により緑内障も様々に分類されますが、どの緑内障であっても
共通して言えるのは、眼圧（眼球の中の圧力、眼球の硬さを示す値）
を十分に下げることにより、視神経・視野へのダメージを抑制するこ
とができることです。
　これだけ聞くと、緑内障は怖い病気、失明する病気と考えてしまい
ますが、私たちにはどんなことができるのでしょうか？
　それには体の検診と同じように眼の検診も受けて早期発見、早期治
療を目指すことが一番です。最近は眼圧や視野検査、カラー写真だけ
ではなく、OCT（光干渉断層計）で写真を撮るようにして検査ができ
るようになってきました（図1、2）。それらを駆使して早期発見につ
なげることが重要です。また緑内障と診断されると治療は基本的に一
生続きますから、通院しやすく、相談しやすい、かかりつけ眼科を持
ち、そこで検査を行ってフォローしてもらうことも大事です。

石黒病院長退任ご挨拶
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み
な
さ
ん
は
専
門
看
護
師
と
い
う
仕
事

を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
初
め
て

耳
に
す
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
専

門
看
護
師
は
日
本
看
護
協
会
の
認
定
資
格

で
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
を
も
ち
、
複
雑

で
解
決
困
難
な
看
護
問
題
を
も
つ
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
に
水
準
の
高
い
看
護
を
提
供

す
る
た
め
の
知
識
と
技
術
を
深
め
た
、
看

護
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。
当
院
に
は

現
在
７
名
の
専
門
看
護
師
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。

　

私
の
専
門
分
野
で
あ
る
急
性
・
重
症
患

者
看
護
は
主
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）

や
救
急
外
来
で
の
治
療
を
必
要
と
す
る
患

者
さ
ん
を
対
象
と
し
、
現
在
は
外
科
系
Ｉ

Ｃ
Ｕ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
特
定
機
能
病
院
と
し
て
、
他
院

で
は
治
療
が
難
し
い
重
症
患
者
さ
ん
も
多

く
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
外
科
系
Ｉ
Ｃ
Ｕ

に
は
心
臓
手
術
や
臓
器
移
植
手
術
、
難
易

度
の
高
い
消
化
器
手
術
な
ど
大
手
術
後
の

患
者
さ
ん
が
主
に
入
室
し
、
複
雑
か
つ

専
門
性
の
高
い
術
後
治
療
を
必
要
と
し

ま
す
。
状
態
を
見
極
め
て
的
確
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
治
療
を
行
う
た
め
、
患
者
さ
ん

の
い
ち
ば
ん
側
に
い
る
私
た
ち
看
護
師
に

は
高
い
知
識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
厳
し
い
治
療
の
中
、
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
の
辛
さ
や
不
安
に
寄
り
添
い
、
少
し

で
も
和
ら
げ
、
治
療
に
向
か
う
気
持
ち
を

支
え
る
こ
と
も
看
護
師
の
大
き
な
役
割
で

す
。
外
科
系
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
は
約
80
名
の
看
護

師
が
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
日
々
成
長

し
、
看
護
の
力
を
発
揮
し
て
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
専
門
看
護

師
と
し
て
教
育
面
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｕ
治
療
に
は
医
師
、
看
護

師
だ
け
で
は
な
く
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
な
ど

多
く
の
医
療
者
が
関
わ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
専
門
性
を
発
揮
し
つ
つ
チ
ー
ム
と
し

て
治
療
に
臨
ん
で
こ
そ
、
最
善
の
治
療
は

可
能
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
相

互
理
解
の
架
け
橋
と
な
り
、
患
者
さ
ん
を

中
心
に
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
る
よ
う
努
め

る
こ
と
も
専
門
看
護
師
の
役
割
で
す
。

　

ま
た
院
内
活
動
と
し
て
、
看
護
師
の
急

変
時
対
応
教
育
に
関
わ
っ
た
り
、
呼
吸
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
と
し
て
一
般
病
棟
で
人
工

呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
ケ

ア
向
上
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
ま
た
は
重
症
な
患
者
さ
ん
に
集
中

的
な
治
療
を
行
う
超
急
性
期
病
院
に
お
い

て
、
看
護
部
理
念
「
愛や

さ

し
く
温
か
く
安
全

な
看
護
」
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

専
門
看
護
師
の
ご
紹
介
（
急
性
・
重
症
患
者
看
護
専
門
看
護
師
）

Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
外
科
系
集
中
治
療
室
）
看
護
師　

宮
﨑　

直
美

　

１
月
１
日
付
け
で
先
端
医
療
開
発
部

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
長
、
病
院
教
授
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。

　

名
大
病
院
は
、
高
い
レ
ベ
ル
の
医
療

を
患
者
さ
ん
の
も
と
へ
届
け
る
と
と
も

に
、
厚
生
労
働
省
や
文
部
科
学
省
に

よ
り
臨
床
研
究
中
核
病
院
や
革
新
的

医
療
技
術
創
出
拠
点
な
ど
の
臨
床
研

究
拠
点
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
我
が
国

に
お
い
て
国
際
水
準
の
臨
床
研
究
を
推

進
す
る
た
め
の
、
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、臨
床
研
究

に
お
け
る
デ
ー
タ
の
信
頼
性
確
保
を
担

う
者
と
し
て
、
患
者
さ
ん
を
適
切
に
守

り
な
が
ら
、
臨
床
研
究
の
結
果
を
正
し

く
世
の
中
へ
伝
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶

　

先
端
医
療
開
発
部
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
長
／
病
院
教
授　

安
藤　

昌
彦

　

２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）
５
月

の
着
任
か
ら
ほ
ぼ
15
年
に
わ
た
り
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
呼
吸

器
外
科
は
主
に
肺
が
ん
を
中
心
と
し

た
胸
部
の
腫
瘍
の
外
科
的
治
療
を
担

う
科
で
す
が
、
肺
が
ん
患
者
さ
ん
の

増
加
と
と
も
に
、
本
院
で
の
手
術
件

数
も
漸
増
し
、
着
任
当
時
は
160
件（
う

ち
肺
が
ん
は
84
件
）
で
あ
り
ま
し
た

が
、
一
昨
年
（
２
０
１
７
年
）
は
388

件
（
う
ち
肺
が
ん
は
248
件
）
の
手
術

を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
病

院
と
し
て
当
科
を
大
切
に
育
て
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、

患
者
さ
ん
や
ご

家
族
に
信
頼
い

た
だ
け
る
医
療

を
提
供
で
き
て

い
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
何
卒
呼

吸
器
外
科
を
よ

ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

退
職
の
ご
挨
拶

呼
吸
器
外
科
長
／
教
授　

横
井　

香
平

　

春
浅
く
い
ま
だ
風
が
冷
た
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。
平
素
よ
り
、
皆
さ
ま
方

に
は
当
院
の
医
療
・
看
護
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
私
こ
と
、
今

年
度
末
を
も
ち
ま
し
て
、
看
護
部
長

を
退
任
い
た
し
ま
す
。
看
護
部
理
念

で
あ
る
「
愛
し
く
、
温
か
く
、
安
全

な
看
護
実
践
」
の
実
現
と
浸
透
を
目

指
し
た
４
年
間
で
し
た
が
、
至
ら
な

い
点
が
多
々
あ
っ
た
と
振
り
返
り
ま

す
。
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
を
心
よ

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も

当
院
の
看
護
が
「
愛
し
く
、
温
か
く
、

安
全
な
看
護
実
践
」
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
末
筆
な
が
ら

皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

看
護
部
長　

市
村　

尚
子

Nagoya Disease 
Information Center

「認知症サロン」のご紹介

看護部ナディック担当　柴田　八重子
平成30年12月10日 ( 月 )、患者情報センター（広場ナディック）
で、「第1回認知症サロン」が開催されました。主催は当院の地
域連携 ･ 患者相談センターで、認知症や介護について、学習や
情報交換の場を提供するサロンです。当院に通院中の認知症患
者さんとそのご家族16人が参加され、盛況な会となりました。
第1回では老年内科（同センター）准教授の鈴木裕介医師によ
る「認知症の基礎知識－治療とかかわり方」のお話がありました。

ナディック
通信

退
任
の
ご
挨
拶
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当院ではボランティアさんを募集しています。
詳しくはホームページをご覧ください。

■ ボランティアさん募集

★ ボランティアホームページ
　���https://www.med.nagoya-u.ac.jp/
hospital/recruit/volunteer/

　  『名大病院　ボランティア』
　 で検索♪

　

名
古
屋
市
内
で
震
度
6
強
の
大
規
模
地

震
が
発
生
し
、
当
院
に
傷
病
者
が
続
々
と

押
し
寄
せ
る
と
い
う
想
定
で
、
平
成
30
年

11
月
29
日（
木
）に
名
大
病
院
災
害
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
対
策
本
部
の
設
置

訓
練
、
本
部
へ
の
被
害
状
況
等
の
報
告
訓

練
、
傷
病
者
の
受
入
救
護
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
医
師
、
看
護
師
、
医
療
技
術

者
、
事
務
職
員
の
約
２
０
０
名
で
あ
り
、

傷
病
者
の
受
入
救
護
訓
練
で
は
、
名
大
医

学
部
保
健
学
科
及
び
医
療
系
専
門
学
校
の

学
生
約
１
０
０
名
が
模
擬
患
者
と
し
て
、

ム
ラ
ー
ジ
ュ
（
外
傷
な
ど
を
模
造
し
た
ゴ

ム
・
ラ
テ
ッ
ク
ス
製
の
特
殊
メ
イ
ク
）
を

施
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
停
電
中
の
院
内
緊
急
医

療
ス
ペ
ー
ス
で
必
要
な
電
源
の
確
保
の
た

め
、
中
部
電
力
株
式
会
社
の
協
力
に
基
づ

き
、
低
圧
発
電
機
車
に
よ
る
照
明
等
へ
の

応
急
送
電
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
院
は
中

部
電
力
株
式
会
社
と
平
成
30
年
２
月
に
災

害
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
連
携
訓

練
を
通
し
て
発
災
時
の
要
請
行
動
を
検
証

し
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
確
率
は
近
年

さ
ら
に
高
ま
っ
て
お
り
、
災
害
拠
点
病
院

で
あ
る
当
院
は
災
害
医
療
体
制
を
多
角
的

に
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
災
害
訓
練
は
当
院
に
と
っ
て
不
可
欠
で

あ
り
、
毎
年
訓
練
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

災
害
へ
の
備
え
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

し
て
い
き
ま
す
。

特定基金 医学部附属病院支援事業への
ご協力のお願い
　当院では本事業を通じて、診療環境の充実、患者さんへのサー
ビスのさらなる向上、先進的な臨床研究の推進を進めてまいりま
す。皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　詳細は、ホームページまたは外来棟各階に置かれているパンフ
レットをご覧ください。
URL：https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kikin/hosp-kikin/

QRコードでも
アクセスできます！
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名大病院では現在、医科歯科合わせて33名の研修医が医師としての道を歩み始めています。
本シリーズでは隔回掲載で、医師を目指して日々取り組む研修医の、フレッシュな意気込みをご紹介します。

名大病院臨床研修医のご紹介

多田　愛（医科研修医）

　私は現在、眼科で研修をしています。主に外来の手伝いや手術の準備な

どをしています。当院は開業医や市民病院から紹介されて来院される方

が多く、珍しい病気を診る機会も多いです。知らないことも多く、日々

勉強させていただいています。

　研修医は、患者さん、先輩の先生方、同期、様々なスタッフの方に囲

まれて支えられていることに感謝しながら、技術、そして心構えを学ん

でいきます。まだまだ未熟ですが、患者さんに寄り添える医師になれる

よう日々頑張りたいと思います。

尾碕　忍（医科研修医）

　私は現在救急科で研修を行っており、当院のみな

らず名古屋第二赤十字病院救命救急センターでも

診療に携わっています。

　救急外来には重症の患者さんが来られることも多

く、即時の判断が迫られることも少なくありません。

そのような環境であるからこそ、安全で適切な医療

を実施できるよう心掛けています。患者さんに寄り添うことができる医

師を目指して精進していきたいと思います。

宮坂　紗季（歯科研修医）

　歯科医師研修では、外来での初診、麻酔科研修、

開業医研修をしています。上級医の先生方の優しく

時に厳しいご指導のもと、多くの経験をさせていた

だいています。

　患者さんに、この先生に診てもらいたい！と思っ

てもらえる歯科医師になることが目標です。反省す

ることが多い毎日ですが、一歩一歩着実に成長できるよう努力していき

たいと思います。

一人前を目指して
日々勉強中！

下地　和香子（医科研修医）

　私は現在1ヶ月ごとに異なる診療科をローテートしながら、夜間や休日は

救急科にて研修を行っています。どの診療科でも最初はわからないことが

多く戸惑いますが、先生方に質問をすると丁寧に教えてくださるのでとて

も勉強になっています。

　救急外来では、手早く問診や診察を行いながら次に行う検査などの方針

を立てることの難しさを実感しているので、1回1回の経験を無駄にせず次

に活かせるように、考え方や知識を身に着けていきたいです。

▲傷病者の受入救護訓練の様子

平
成
30
年
度
名
大
病
院
災
害
訓
練
を
実
施

▲低圧発電機車による応急送電の様子

　

私
た
ち
「
親
と
子
ど
も
の
心
療
科
」

は
、
15
歳
以
下
の
子
ど
も
の
発
達
の

相
談
（
発
達
障
害
、
知
的
障
害
、
遺

伝
性
疾
患
な
ど
）
や
こ
こ
ろ
の
不
調

（
不
登
校
、
気
持
ち
の
落
ち
込
み
や

不
安
、
思
考
の
混
乱
な
ど
）
を
抱
え

る
子
ど
も
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
ど

も
の
困
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

そ
の
子
を
取
り
巻
く
学
校
や
仲
間
と

の
関
係
、
家
族
と
の
繋
が
り
な
ど
も

把
握
し
た
上
で
、
子
ど
も
の
問
題
を

多
面
的
に
評
価
し
、
そ
の
子
に
必
要

な
介
入
を
し
て
い
き
ま
す
。
介
入
は
、

診
断
さ
れ
た
精
神
疾
患
に
対
す
る
精

神
療
法
や
薬
物
療
法
と
い
っ
た
狭
い

意
味
で
の
治
療
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
の
子
の
日
々
の
暮
ら
し
が
よ
り
よ

い
も
の
に
な
る
よ
う
、
子
育
て
を
す

る
家
族
と
対
応
の
工
夫
を
相
談
し
た

り
、
学
校
や
様
々
な
支
援
機
関
と
の

連
携
を
模
索
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
が
児
童
精
神
科
で
は
な
く
、

「
親
と
子
ど
も
の
心
療
科
」
と
名
乗
っ

て
い
る
わ
け
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

精
神
科
へ
の
受
診
、
特
に
子
ど
も

の
受
診
と
な
り
ま
す
と
敷
居
が
高
く

感
じ
ら
れ
、「
病
院
を
受
診
す
る
ほ

ど
だ
ろ
う
か
？
」
と
迷
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
悩
み
に
画
一
的
に
測
れ
る
よ
う

な
重
さ
や
深
さ
は
な
い
の
で
す
。
私

た
ち
は
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
子
ど
も
や
ご
家
族
と
の
出
会
い
が
、

問
題
解
決
の
糸
口
と
な
り
、
子
の
成

長
・
発
達
、
家
族
の
安
寧
へ
至
る
大

切
な
一
頁
と
な
る
よ
う
、
日
々
診
療

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
気

軽
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

診療科レポート
「親と子どもの心療科」

親と子どもの心療科　准教授　岡田　俊

※医科研修医の診療科は執筆当時
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No.112　医学部・医学系研究科総務課
TEL 052-741-2111（代表）
発行日　2019年3月15日筆　石黒 直樹

名大病院

　当院は、小児科、小児外科を中心
に、多くの子どもたちの診療を行って
います。重篤な患者さんや稀少疾患の
患者さんなど治療が難しい患者さんも
多く、治療のために全国から子どもた
ちが来院しています。また当院は国が

指定した小児がん拠点病院の一つであ
り、その中でもトップの評価を受けて
います。そのため小児がんの患者数は
日本で最も多く、「最後の砦」として
の役割を担っています。
　当院で小児医療に関わる皆が、「子
どもたちを早く元気にしたい」「子ど
もたちを笑顔にしたい」と強く心に思
い、日々子どもたちに向き合っていま
す。しかし、診療収入や国の補助金だ
けでは小児医療を充実するための資金
が充分とは決して言えないのが現状で
す。小さな体で病気に果敢に挑む子ど
もたちのために、このプロジェクトで

は次の3つの小児医療に関連した資金
援助をお願いしております。
　皆さまの本プロジェクトへの温かい
ご理解とご協力を賜りますよう、心よ
りお願い申し上げます。

目標金額： 2,500万円 
（プロジェクト合計）

寄附金受付： 2019年5月31日 
23時まで

方法：銀行振込又はクレジットカード
（銀行払込票は外来棟各階に置いています）

寄附金額：3,000円から
詳細はプロジェクトホームページをご覧ください。
https://readyfor.jp/projects/nagoya_u_hospital

「かわらばん」は、名大病院ホームページでもご覧いただけます。
バックナンバーや災害医療支援活動の状況、医事統計などを掲載しています。
ホームページアドレス    https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/（トップページ⇒病院概要⇒刊行物）

HPのご案内
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手術前には筋肉を鍛えましょう！
 消化器外科一寄附講座教授　横山　幸浩　

われわれの筋肉量は体重の30～40％
もあります。筋肉には「からだを動

かす」という働きだけでなく、「タンパク
質の貯蔵」という重要な役割があります。
また筋肉量は年齢とともにどんどん低下し
ていきます。下の写真は男女別、各年代別
の第3腰椎レベル（お臍のレベル）での代
表的 CT 画像です。黄色の破線で囲った部
分が大腰筋と呼ばれる筋肉ですが、これが
年代を追うごとに明らかに減少しているこ
とが分かります。
　消化管の手術はお腹を大きく開けて臓器
をはがしたり切ったりすることが多いた

め、からだにとって大きな負担（侵襲）に
なります。手術によって傷ついたからだは、
自分のちからにより修復されていきます
が、その過程で大量のタンパク質を必要と
します。筋肉はそのタンパク質の重要な供
給源になります。
　肝門部胆管がんという病気に対して、大
量肝切除術という肝臓の半分以上を切除す
る手術を行った患者さんを対象に、手術の
前に撮影した CT 画像から大腰筋面積を測
定し、大腰筋面積が小さな方と大きな方
で術後の合併症がどう違うのかを調べてみ
たところ、大腰筋面積が小さな方、すなわ
ち筋肉量が少ない方では、術後合併症の発
生率が明らかに高率でありました。それば
かりではありません。がんの手術後にはど
れだけ長く生存できるかが問題になります
が、大腰筋面積の小さい方では術後の生
存率が明らかに低いこともわかりました

（図）。このような結果は大腸がん、膵臓が
んなど他の多くのがんでも確認されていま

す。このような
観点から手術前
にはできるだけ
筋肉量を増やし
て、手術の侵襲
に耐え得るから
だをつくりあげ
ることをおすす
めします。

▲11月16日に行われたコンサート ▲12月6日に行われたコンサート

▲12月17日に行われたコンサート

■ 

ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス

「
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
し
た

　

中
央
診
療
棟
Ａ 

２
階
ピ
ア
ノ

広
場
に
て
、
平
成
30
年
11
月
16

日
㈮
に
『S

atisfy M
y S

oul 
G

ospel C
hoir 

中
部
』、
12
月

６
日
㈭
に
『
名
大
病
院
医
療
ス

タ
ッ
フ
』、
12
月
17
日（
月
）に『
ラ

ル
ゴ
』
の
方
々
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
冬
ら
し
い
曲
や
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
の
歌
、
ピ
ア

ノ
演
奏
や
合
奏
で
、
皆
さ
ん
が

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

患者さんの健康をサポートすべき医療施設とし

て、病院敷地内の全面禁煙を実施しています。

皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

■ 禁煙のお願い

小さな体に寄り添い守る。
最前線で闘う小児医療の現場に光を

クラウドファンディングとは？
あるアイデアやプロジェクトを達成する
ために、インターネットなどを通じて世
の中に呼びかけ、共感した人から広く資
金を集める方法です。定められた期間ま
でに目標金額が集まった場合、皆さまの
ご寄附をプロジェクトのために活用しま
す。目標金額に達成しなかった場合、寄
附金は全て寄附者さまに返金されます。

問合せ先：
名古屋大学医学部 ･医学系研究科

経営企画課
TEL：052-744-2429
FAX：052-744-2881

1．�新生児・小児の搬送用ドクターカー
購入

　当院は年間150件ほど､ 出生直後の
新生児や妊婦の救急搬送を受け入れてい
ますが､ ドクターカーを所有しておらず
市の救急車を利用しています。
　1秒でも早く安全に患者さんの元に駆
けつけるために､ 新生児と小児を運ぶ専
用のドクターカーが必要です。

2．小児医療器具の購入
　当院では小児患者さんの手術を年間
550件､ 新生児手術は80件以上行って
おり､ 体の負担が少なく傷跡が目立たな
い､ 体にやさしい内視鏡（低侵襲手術）
の手術件数は日本一です。しかし子ども
に特化した手術器具の充実にまで至って
いないのが現状。子どもの体のサイズに
あった器具を購入することで､ 傷口も抑
えた､ 最善の手術が行えます。

3．CT･MRI のこどものための装飾
　小児がんで闘う子どもたちが避けて
通れないのが CT､ MRI､ PET-CT など
の機械を使った検査。当院では年間約
3800人の小児患者さんがこの検査を
受けています。
　CT や MRI などの部屋は無機質な空
間が広がり､ 怖がって泣き出してしまう
子も多くいます。そんな子どもの不安を
少しでも取り除けるよう装飾を行いたい
と思います。

現在はタンカに新
生児を載せ､ 医療
用タクシーで運ぶ
こともあります。

手術風景。通常は大人
用の器具を使うことが
多いです。

現在検討中のデザ
イン。少しでもワ
クワクできるよう
な空間にできれば

名大病院　レディーフォー
で検索

ご寄附についてはこちら

クラウドファンディングプロジェクトへのご支援のお願い
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こ
の
度
、
名
大
病
院
は

Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
証
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
米
国
シ
カ
ゴ
に
拠
点
を

持
つ
国
際
機
関
が
認
証
す

る
も
の
で
す
。
安
心
で
高

度
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
、
国
際
的

な
基
準
に
従
っ
て
病
院
が
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
た
め
に
、
こ
の
Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
証
を
受
け
ま
し
た
。

実
は
こ
の
認
証
を
受
け
る
た
め
に
2
年
半
準
備
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
参
加
し
た
職
員
の
方
々
に
こ
の

場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
証
の
審
査
範
囲
は
広
く
、
医
療
安
全
、
設

備
の
保
守
状
況
、
災
害
時
の
医
療
確
保
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
当
院
は
認
証
の
更
新
に
向
け
て
、

運
営
管
理
に
つ
い
て
恒
常
的
な
評
価
と
改
善
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
病
院
に
と
っ
て
質
向
上
の
取
り
組
み
は
不
可

欠
で
す
。
そ
の
質
向
上
を
病
院
一
丸
と
な
っ
て
追
求
す

る
た
め
に
、
こ
の
認
証
を
受
け
た
の
で
す
。
質
向
上
の

活
動
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
院
の
職
員
は
こ
の

活
動
を
通
じ
て
、
明
日
は
さ
ら
に
良
い
病
院
に
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
皆
さ
ま
に

も
っ
と
良
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
日
々
努
め
て

い
く
こ
と
を
、
改
め
て
誓
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
証

取
得
に
寄
せ
て

石
黒
直
樹
病
院
長
ご
挨
拶

名古屋大学医学部附属病院は、平成31年2月23日付けで、国際的な医療施設評価認証機関であるJCI（Joint Commission International）の認
証を取得しました。JCIとは、1994年に米国の病院評価機構の国際部門として設立された非営利組織で、「医療の質」と「患者安全」を国際的な基
準で評価することを目的とした機関です。厳格な審査基準を有し、世界で最も難易度の高い認証機関として知られています。現在、全世界で1082施
設が認定されており、日本の大学病院では4施設目、国立大学病院では初めての認証施設となります。認定は平成31年2月23日から３年間で、以
降３年ごとに再審査を受け、再度認定を受けることで認証が更新されます。

本院は、平成31年2月18日から22日の５日間、５名の外国人審査員による現地調査を受け、国際患者安全目標、患者の評価とケア、感染の予防
と管理、ガバナンスとリーダーシップ等、実に16領域1270項目に及ぶ評価項目について厳正に審査されました。

この度の「JCI認証」の取得により、国際的な医療の質、患者安全の基準を満たした日本初の国立大学病院となりましたが、認定後も改善活動を継
続し、より高い水準の医療を提供できるよう、日々改善に取り組んでまいります。

国立大学病院 　初

最難関の国際審査、JCI 認証を受けて
� 医療の質・安全管理部 教授 /病院質向上推進本部長　長尾　能雅

当院が JCI 認証を目指した理由は、真の意味で、患者さん中心の質の
高い医療を提供し、当院の基本方針である「安全かつ最高水準の医療の
提供」を実現したいと考えたからです。先端医療についてはもちろんの
こと、それらを支える当院の安全文化や改善活動が、世界の中でどのく
らいの水準にあるのか、評価を受けたいと考えました。
受審では、5日間にわたり、「患者中心の医療が展開されているか」、

「課題を自ら見つけ、改善する仕組みがあるか」、「医療事故を防ぐため
の確認や手順が完全に守られているか」などについて、徹底的に点検を
受けました。外来棟や病棟、手術室などはもちろん、厨房や、エネルギー
センター、コンビニなど、あらゆる部署が審査対象となり、患者さんや、
医学生にもヒアリングが行われました。
実は、JCI の認証は「日本の国立大学病院には不可能だ」とささやか
れていました。大学病院は独立した多数の専門チーム（各医局、看護
部、薬剤部など）の集合体であることから、部門間の連携が取りにくく、
安全確保や改善のための仕組みづくりが困難など、多くの課題が指摘さ

れていたからです。また、毎年数百人の職
員が入れ替わることも大きな弱点となりま
す。しかし当院は、石黒直樹病院長、松下
正教授（JCI 受審統括会議長）のリーダー
シップの下、2年以上にわたって準備を進
め、職員一丸となって課題を一つずつクリ
アし、この度、大きな目標に到達しました。国立大学病院初となる今回
の認証は、徐々に増えている他国からの患者さんの安心にもつながりま
すし、日本のガラパゴス化を回避し、ひいては我が国の医療全体への信
頼にもつながると考えています。
医療の質向上や安全の確保は、終わりのない旅に例えられます。名大
病院という船は、多くの患者さんを乗せてドックを離れ、安全・安心に
向けた長い航海を始めたといえます。JCI では、3年ごとに更新のため
の審査が行われます。今後も、JCI というパートナーと共に、日本を代
表する国立大学病院として、さらなる努力を続けて参ります。

名大病院がJCI認証を取得しました！


